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返
す
必
要
が
な
く
、
立
っ
た

ま
ま
施
工
す
る
こ
と
が
可
能

な
た
め
、
疲
労
が
抑
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
ダ
イ
ヤ
ル
式
の

打
ち
込
み
深
さ
調
整
機
能
が

付
い
て
い
る
た
め
、
均
一
な

施
工
が
可
能
に
な
り
、
不
要

な
打
ち
直
し
を
な
く
す
こ
と

が
で
き
る
。
「
Ｖ
Ｌ
４２
―
Ｆ

Ｘ
Ｌ
」は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ

の
集
成
材
の
厚
さ
に
対
応
す

る
為
に
、
全
長
１
３
５
㍉
㍍

ま
で
の
長
尺
ね
じ
の
施
工
を

可
能
に
し
た
。
前
述
の
現
場

に
て
、
全
長
１
２
０
㍉
㍍
の

ね
じ
の
連
続
施
工
を
し
た

が
、
狙
い
→
打
ち
込
み
→
移

動
と
い
っ
た
作
業
を
１
本
あ

た
り
約
５
秒
の
タ
ク
ト
タ
イ

ム
で
施
工
し
た
。

プ
」
を
用
い
た
連
続
施
工
が

可
能
。
ま
た
独
自
の
樹
脂
製

ロ
ー
プ
は
長
い
ね
じ
で
も
し

っ
か
り
保
持
出
来
る
た
め
、

ス
ム
ー
ズ
な
施
工
を
可
能
に

す
る
。
ま
た
従
来
の
イ
ン
パ

ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
の
よ
う

に
、
立
ち
し
ゃ
が
み
を
繰
り

大
き
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ

で
、
同
建
設
現
場
で
は
長
尺

ね
じ
を
連
続
施
工
す
る
た
め

に
新
た
に
開
発
さ
れ
た
「
Ｖ

Ｌ
４２
―
Ｆ
Ｘ
Ｌ
」
が
採
用
さ

れ
た
。

ビ
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
は
、
専

用
の
連
結
ね
じ
「
ビ
ス
ロ
ー

性
向
上
の
カ
ギ
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
環
境
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
Ｌ
Ｖ

Ｌ
と
い
っ
た
集
成
材
に
は
長

尺
ね
じ
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
１
本
ず
つ
施
工
す

る
の
は
、
職
人
へ
の
負
担
も

り
、
中
・
大
型
構
造
物
の
木

造
化
が
進
む
一
方
、
建
設
業

界
で
は
若
者
離
れ
な
ど
、
職

人
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
お

り
、
施
工
の
省
力
化
が
生
産

昨
今
の
林
業
・
木
材
産
業

の
活
性
化
、
さ
ら
に
は
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
や
森
林
保
全

と
い
っ
た
地
方
創
生
と
環
境

配
慮
へ
の
取
り
組
み
に
よ
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新
設
小
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メ
ー
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図

施
工
の
よ
う
す
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前
述
の
③
に
つ
い
て
は
、

従
来
は
熱
間
成
形
で
使
用
さ

れ
る
ば
ね
鋼
材
に
代
わ
る
事

で
軽
量
・
高
強
度
化
に
貢
献

す
る
冷
間
成
形
用
高
強
度
ば

ね
鋼
線
「
Ｉ
Ｔ
Ｗ
」
、
「
中

空
ラ
ッ
ク
バ
ー
」
、
高
強
度

せ
ん
断
補
強
筋
「
１
２
７

５
」
、
部
分
高
強
度
鉄
筋

「
ダ
ブ
ル
ス
タ
ー
ク
」
―
等

を
開
発
し
て
き
て
お
り
、
高

層
化
が
進
む
構
造
物
や
、
国

内
に
留
ま
ら
ず
世
界
各
地
の

Ｅ
Ｖ
需
要
や
老
朽
化
イ
ン
フ

ラ
へ
の
補
強
用
途
へ
の
供
給

を
通
し
、
温
暖
化
抑
制
や
防

災
減
災
に
貢
献
で
き
る
と
期

待
し
て
い
る
―
。

ま
た
番
組
の
最
後
に
藤
本

氏
は
「
成
長
の
可
能
性
が
あ

り
、
中
長
期
的
な
投
資
の
対

象
と
な
る
」
と
評
し
た
。

◇

な
お
同
番
組
は
オ
ン
デ
マ

ン
ド
配
信
を
行
っ
て
お
り
、

詳
し
く
は
、h
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ま
で
。

摩
擦
に
強
い
部
分
と
粘
り
強

い
部
分
を
分
け
ら
れ
省
エ
ネ

に
も
繋
が
り
、
ガ
ス
浸
炭
に

対
し
約
７０
％
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

削
減
を
可
能
と
し
て
い
る
。

同
社
が
事
業
化
し
て
き
た

順
番
に
①
Ｉ
Ｈ
設
備
の
設
計

・
製
作
・
販
売
、
②
受
託
加

工
、
③
Ｉ
Ｈ
処
理
済
み
の
製

品
（
自
社
ブ
ラ
ン
ド
品
）
販

売
―
が
あ
り
、
現
在
の
ユ
ー

ザ
ー
層
は
売
上
比
率
の
高
い

順
に
Ａ
・
自
動
車
業
界
、
Ｂ

建
築
業
界
、・
Ｃ
・
建
設
機
械

業
界
、
Ｄ
・
工
作
機
械
業
界
、

Ｅ
・
土
木
業
界
―
と
な
っ
て

い
る
。

昨
今
の
自
動
車
業
界
で
は

Ｅ
Ｖ
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

従
来
使
用
さ
れ
て
き
た
部
位

は
足
回
り
が
中
心
で
あ
り
今

後
の
影
響
は
少
な
い
と
み
て

い
る
。
ま
た
バ
ッ
テ
リ
ー
搭

載
に
よ
る
重
量
増
で
各
部
品

の
小
型
・
軽
量
化
の
要
求
が

高
ま
る
事
で
自
社
の
高
耐
久

・
高
強
度
な
製
品
へ
の
需
要

は
よ
り
高
ま
る
と
考
え
て
い

る
。

い
て
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
エ
コ

ノ
ミ
カ
ル
な
ダ
ブ
ル
・
エ
コ

で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

に
よ
る
温
暖
化
抑
制
や
防
災

減
災
に
役
立
つ
点
を
解
説
し

た
。同

番
組
は
通
称
〝
相
場
の

福
の
神
〟
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア

ナ
リ
ス
ト
藤
本
誠
之
氏
が
ホ

ス
ト
を
務
め
る
、
毎
回
注
目

す
る
企
業
を
紹
介
。
番
組
内

に
お
い
て
大
宮
社
長
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
た
。

１
９
４
６
年
に
我
が
国
初

の
Ｉ
Ｈ
技
術
を
工
業
化
。
鋼

材
に
対
し
て
表
面
や
一
部
だ

け
、
そ
し
て
温
度
も
細
か
く

調
整
す
る
事
で
、
局
所
的
に

１
で
放
送
の
「
こ
の
企
業
に

注
目
！
相
場
の
福
の
神
」
に

出
演
。
自
社
の
Ｉ
Ｈ
（
誘
導

加
熱
）
技
術
及
び
製
品
に
つ

ネ
ツ
レ
ン
（
＝
高
周
波
熱

錬
㈱
、
東
京
都
品
川
区
）
の

大
宮
克
己
社
長
は
７
月
２９
日

に
ラ
ジ
オ
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ
Ｉ
第

㈱
ム
ロ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
は
、
長
尺
ね
じ
の
連
続
施
工
に

最
適
な
工
具
ビ
ス
ラ
イ
ダ
ー
「
Ｖ
Ｌ
４２
―
Ｆ
Ｘ
Ｌ
」
を
開
発
。
国
内
最
大
級
の
木
造
校

舎
で
あ
る
流
山
市
立
お
お
ぐ
ろ
の
森
小
学
校
（
千
葉
県
）
の
建
設
現
場
で
床
・
屋
根
の

施
工
に
採
用
さ
れ
た
。

（左から）大宮社長、藤本氏

ガ
ン
ダ
ム
の
足
首
に
使
わ
れ
て
い

る
の
は
、
ナ
ブ
テ
ス
コ
製
の
「
精
密

減
速
機
Ｒ
Ｖ
」
だ
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
の
回
転
を
減
速
し
て
伝
達
さ
せ

る
。
滑
ら
か
な
動
き
を
実
現
す
る
た

め
に
内
部
の
部
品
は
０
・
０
０
１

㍉
㍍
単
位
で
設
計
。
複
数
の
ピ
ン
や

ベ
ア
リ
ン
グ
、
ギ
ヤ
、
シ
ャ
フ
ト
等

で
構
成
さ
れ
て
お
り
巨
大
な
ガ
ン
ダ

ム
の
重
量
を
支
え
な
が
ら
機
能
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
精
密
部
品
の
締
結
に

は
Ｍ
１０
以
上
の
ソ
ケ
ッ
ト
ス
ク
リ
ュ

ー
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
会
場
に
は

カ
ッ
ト
モ
デ
ル
が
展
示
さ
れ
て
お
り

内
部
の
構
造
を
解
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
。

に
ど
う
い
っ
た
企
業
が
協
力
し
て
、

ど
の
よ
う
な
技
術
を
駆
使
し
て
ガ
ン

ダ
ム
を
作
っ
た
の
か
を
紹
介
し
た

「
ア
カ
デ
ミ
ー
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー

が
あ
っ
た
。

実
物
大
の
〝
動
く
ガ
ン
ダ
ム
〟
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
「
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｍ

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

の
一
画
に
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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ね
じ
の
位
置
と
サ
ラ
穴
の
位

置
は
毎
回
３
Ｄ
セ
ン
サ
ー
で

撮
影
し
計
測
す
る
。

O
n
R
o
b
o
t

（
デ
ン
マ
ー

ク
）
は
、
ね
じ
締
め
シ
ス
テ

ム
「S

cre
w
d
riv

e
r

」
を

紹
介
。
先
端
部
分
は
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
ね
じ
を
本
体
内

部
に
格
納
し
て
、
ア
ー
ム
の

移
動
中
に
人
体
や
ワ
ー
ク
を

傷
つ
け
な
い
。
先
端
の
ス
ク

リ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
は
ア
ク
セ
サ

リ
キ
ッ
ト
を
使
う
こ
と
で
、

ね
じ
の
サ
イ
ズ
や
頭
形
状
に

合
わ
せ
て
様
々
な
組
み
合
わ

せ
を
選
択
。
同
社
シ
ス
テ
ム

は
共
通
の
ク
イ
ッ
ク
チ
ェ
ン

ジ
ャ
ー
方
式
で
手
先
の
ツ
ー

ル
を
簡
単
に
交
換
。
ね
じ
締

め
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
、
通
常

の
グ
リ
ッ
パ
ー
や
バ
キ
ュ
ー

ム
グ
リ
ッ
パ
ー
等
に
も
即
交

換
が
可
能
だ
。

Ｒ
３
２
１
０
」
と
Ｕ
Ｒ
協
働

ロ
ボ
ッ
ト
で
ね
じ
の
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
技
術
を
紹
介
。
パ
レ

ッ
ト
に
並
ん
だ
ね
じ
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
、
も
う
一
方

の
パ
レ
ッ
ト
上
の
サ
ラ
穴
に

ね
じ
を
差
し
込
ん
で
い
く
。

に
負
け
な
い
嵌
合
性
を
動
画

で
紹
介
。
電
動
ド
ラ
イ
バ
ー

「
Ｐ
Ｇ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
は
ト

ル
ク
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
正
確

な
締
付
け
ト
ル
ク
を
実
現
。

締
付
け
エ
ラ
ー
を
検
出
し
て

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
。
デ
ー
タ

出
力
に
よ
る
「
ね
じ
締
め
の

見
え
る
化
」
を
実
現
し
た
。

自
動
機
用
ド
ラ
イ
バ
ー
「
Ｂ

Ｌ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」
で
は
シ
ン

プ
ル
な
機
能
と
安
定
し
た
ト

ル
ク
精
度
で
ね
じ
締
め
品
質

を
向
上
。
吸
着
サ
ク
シ
ョ
ン

は
非
金
属
系
の
ね
じ
も
吸
着

可
能
だ
。

L
M
I
T
e
c
h
n
o
lo
g
i

e
s

（
カ
ナ
ダ
）
と
㈱
リ
ン
ク

ス
（
東
京
都
）
は
、
３
次
元

セ
ン
サ
ー
「
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ

単
に
実
施
で
き
る
。

㈱
ハ
イ
オ
ス
（
東
京
都
）

は
、
特
殊
リ
セ
ス
ね
じ
の
イ

ン
タ
ト
ル
ク
で
協
働
ロ
ボ
ッ

ト
と
の
機
能
性
、
作
業
性
の

高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
ビ
ッ
ト

先
端
部
に
、
円
錐
型
の
傾
斜

ガ
イ
ド
を
設
け
、
自
動
的
に

ビ
ッ
ト
を
ね
じ
中
心
部
に
誘

導
で
き
る
た
め
、
位
置
ズ
レ

転
速
度
な
ど
を
設
定
可
能
。

ロ
ボ
ッ
ト
動
作
の
負
担
を
抑

え
る
小
型
軽
量
ね
じ
締
め
ユ

ニ
ッ
ト
を
採
用
。
狭
い
と
こ

ろ
に
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で

様
々
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
対
応
で
き
る
。
専
用
の
プ

ラ
グ
イ
ン
ソ
フ
ト
は
導
入
時

の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
Ｕ
Ｒ
テ

ィ
ー
チ
ペ
ン
ダ
ン
ト
上
で
簡

同
展
で
は
約
３０
の
パ
ー
ト

ナ
ー
企
業
が
個
別
の
ブ
ー
ス

で
、
デ
モ
動
画
や
資
料
を
公

開
。
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
で
で
き

る
技
術
を
、
パ
レ
タ
イ
ズ
や

包
装
、
組
立
、
検
査
や
溶
接

な
ど
ジ
ャ
ン
ル
別
に
分
け
て

技
術
を
紹
介
。
ね
じ
締
め
も

注
目
の
技
術
と
し
て
紹
介
さ

れ
た
。

日
東
精
工
㈱
（
京
都
府
）

は
、
ね
じ
締
め
ユ
ニ
ッ
ト
で

日
本
初
の
「
Ｕ
Ｒ
＋
」
製
品

認
証
を
取
得
し
た
「
Ｐ
Ｄ
４

０
０
Ｕ
Ｒ
」
シ
リ
ー
ズ
を
紹

介
。
自
社
製
の
ド
ラ
イ
バ

ー
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
標
準

搭
載
。
締
付
け
ポ
イ
ン
ト
ご

と
に
異
な
る
ト
ル
ク
値
、
回

ビスライダー長尺対応モデル

ム
ロ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

国内最大級の木造校舎に採用

自
社
技
術
・
製
品
を
紹
介
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ネ
ツ
レ
ン
の
大
宮
社
長
が
ラ
ジ
オ
出
演

オンライン展示会ホーム画面

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
（
デ
ン
マ
ー
ク
、
以
下
Ｕ
Ｒ
）
は
、
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
オ

ン
ラ
イ
ン
展
示
会
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

２
０
２
１

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
」
（
７
月
２６
日
―
８
月

２６

３１
日
）
を
開
催
。
ね
じ
締
め
シ
ス
テ
ム
各
社
も

参
加
し
て
、
同
社
製
の
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
に
組
み
合
せ
た
最
新
技
術
を
紹
介
し
た
。

協働ロボ＋ねじ締め

日東精工「ＰＤ４００ＵＲ」

ハ
イ
オ
ス

「
Ｐ
Ｇ
Ｆ
シ
リ
ー
ズ
」

ＵＲのオンライン展示会で注目

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
最
新
技
術
を


